
医療機器承認番号　20900BZZ00307000

胸部排液用チューブ

　



バルーン付胸腔ドレーン

［ご使用方法］
■使用の前に

(1)低圧持続吸引器、エアーフィルタ(孔径：0.2μm)をご用意
ください。

(2)使用前にエアーフィルタを通して空気注入しバルーン検査
を行ってください。検査で漏れや片膨れなどの異常が認め
られた場合は、使用しないでください。

　＊最大容量(500mL)を超えて注入すると、バルーン破損の原因となります。

■術中にバルーンの留置位置を決めて、常法によりチューブ末
端部の挿入部を確保し皮膚切開をしてください。バルーン留置
後に鉗子などを使用して胸腔内のチューブ末端部を、皮膚切開
創より体表外に引き出してください。血管、神経などの損傷には
ご注意ください。

■チューブの目盛りマーキングで、挿入深度を決定しないでください。

■チューブ末端部を切断した後、コネクターに接続して三方活
栓及びエアーフィルタを接続してください。

　＜コネクター接続方法＞
(1)固定リングを取外し、切離した空気注入管に差込みます。
(2)コネクター先端を空気注入管に差込み、固定リングで接続

します。

■臨床上の判断により、チューブ留置中におけるバルーン注入
量を適正に決めてください。

■バルーンの空気を完全に抜いた後、閉胸縫合操作を行なって
ください。

■体表外のドレーンチューブが、捻れや屈曲など患者の身体の
下敷きになって圧迫されていないことを確認して、ドレーン
チューブを吸引器に接続してください。

　＜吸引方法＞
(1)胸腔内縦隔の変動を少なくするために、通常は水封なし

-490.3Pa (-5cmH20)圧力で持続吸引を行ってください。
(2)排液が多い場合は、水封なし、持続吸引なし、で管理して

ください。

■ 凝結塊などでチューブの閉塞が起こらないよう、ミルキング
を行ってください。この操作の際チューブを傷つけないよう
注意してください。

［使用上の注意］
●滅菌包装より丁寧に取り出し、製品に破損などが生じてないことを確認し
てください。

●末端部の切断以外は、無理に引っ張ったり、穴をあける等の追加工はし
ないでください。また切断部分の破損を防止するためにトリミング(面取
り)を行ってください。

●閉胸する際は、バルーン内の空気を完全に抜き三方活栓をロックして、
チューブに傷を付けないよう縫合してください。

●患者の体動などにより、ドレーンチューブが抜けないように確実に固定し
て、針糸を直接空気注入管やドレーンチューブに通さずに、挿入部周囲の
皮膚に結紮固定してください。

●患者の体位変換や移動の際には、逆流防止のためにドレーンチューブを
鉗子(保護チューブで被覆)などでクランプしてください。

●チューブ留置後は、固定状態・挿入深度や吸引器との接続状態を定期的
に必ず確認してください。

●チューブを抜去する場合は、バルーン内の空気を完全に抜き三方活栓で
ロックして行ってください。抜去後は外観形状や胸部X線透視下などで確
認してください。

●ご使用後は、廃棄物処理法に基ずき適正に処理してください。

●本製品は単回使用製品です。再使用はしないでください。

●ご使用前には、必ず添付文書をお読みください。

バルーン付胸腔ドレーンは、肺癌・肺結核症・膿胸などの片肺の全摘出術後に
滲出してくる体液などの排出（ドレーン）及び軽減を目的として使用します。

［規格・仕様］

滅菌済　単回使用

製品番号 呼　称 ドレーン
チューブ外径 全　長 バルーン

容量 包装単位

0181001 バルーン付
胸腔ドレーン

9.3mm
（28Fr） 600mm 500mL 1 本／箱

※本カタログに掲載の仕様・形状は改良等の理由により、予告なく変更することがありますのでご了承ください。
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